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療コースの紹介と開催状況．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
54)  安心院康彦，金子一郎，坂本哲也，伊藤勝博，山田実貴人，髙橋 恵，中村丈洋，池田尚人，岩瀬正顕，奥寺 敬．
脳神経蘇生教育における PNLS の意義．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
55)  伊藤勝博，谷崎義生，森脇 寛，池田尚人，岩瀬正顕，奥寺 敬．PNLS コースのモジュール A の改良と今後の展
附属病院
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望．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
56)  山田実貴人，豊田 泉，水谷敦史，北澤公男，牧原真治，本多 満，奥寺 敬．PNLS コースにおける学習内容の変
革 モジュール B 気道管理．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
57)  髙橋 恵，奥寺 敬，厚見秀樹，安心院康彦，池田尚人，岩瀬正顕．PNLS コースにおける C モジュールの研修ツ
ールとしての新たな可能性について．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
58)  中村丈洋，奥寺 敬，安心院康彦，谷崎義生，池田尚人，森脇 寛，岩瀬正顕，平山晃康．PNLS コースにおけるモ
ジュール D「症例検討」の有効な学習方法の検討．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
59)  池田尚人，川内雄太，中山禎理，奥寺 敬，安心院康彦，伊藤勝博，中村丈洋，山田実貴人，豊田 泉，髙橋 恵．
Primary Neurosurgical Life Support ワークショップの目的とその方向性．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 
29；東京． 
60)  伊藤勝博，髙橋 恵，中村丈洋，豊田 泉，池田尚人，岩瀬正顕，平山晃康，加藤庸子，奥寺 敬，大熊洋揮．PNLS
コースにおける学習内容の変革．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jun 29；東京． 
61)  髙橋 恵，坂元美重，若杉雅浩，奥寺 敬．脳神経外科における医療安全．第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 
Jun 30；東京． 
62)  奥寺 敬，橋本真由美，若杉雅浩，髙橋 恵，坂元美重，中村丈洋，安心院康彦，岩瀬正顕，伊藤勝博，池田尚人．
PNLS（脳神経外科救急基礎）のシミュレーション研修としての展開 Phase0 から Phase2 へ．第 21 回日本脳神経外
科救急学会；2016 Jun 30；東京． 
63)  奥寺 敬，若杉雅浩，髙橋 恵，坂元美重．災害医療における脳神経外科救急医の立ち位置．第 21 回日本脳神経外
科救急学会；2016 Jun 30；東京． 
64)  奥寺 敬．JRC 蘇生ガイドライン 2015 の脳神経蘇生と神経蘇生研修群．第 42 回大分救急医学会；2016 Jul 17；大分． 
65)  奥寺 敬．救急災害医療と地域包括ケアを考える－国内の災害から見えるもの．第 42 回大分救急医学会；2016 Jul 
17；大分． 
66)  奥寺 敬．急性中毒温故知新 過去の中毒を振り返る－松本サリン事件．第 38 回日本中毒学会総会・学術集会；2016 
Jul 23-24；新潟． 
67)  奥寺 敬，若杉雅浩，髙橋 恵，坂元美重，岩瀬正顕，池田尚人，谷崎義生，橋本真由美，山田実貴人，豊田 泉，
森脇 寛．JRC 蘇生ガイドライン 2015 と脳神経蘇生研修 PNLS や ISLS など．第 19 回日本臨床脳神経外科学会；
2016 Jul 24；熊谷． 
68)  髙橋 恵，若杉雅浩，坂元美重，奥寺 敬．脳神経外科における医療安全と管理 脳神経外科救急における医療安全．
第 21 回日本脳神経外科救急学会；2016 Jul 29；東京． 
69)  坂元美重，奥寺 敬，若杉雅浩，髙橋 恵．救急現場で使用可能なワイアレス脳波計の開発．第 34 回富山救急医療
学会；2016 Aug 28；富山． 
70)  髙橋 恵，奥寺 敬．医療安全と救急医療 最新の動向．第 34 回富山救急医療学会；2016 Aug 28；富山． 
71)  奥寺 敬．高齢化時代を踏まえた ICT を用いた救急・災害医療トリアージシステムの開発と国際化－北陸からの発
信．第 17 回北陸（日本）・韓国経済交流会議；2016 Aug 31；富山． 
72)  髙橋 恵，奥寺 敬，坂元美重，若杉雅浩．脳神経外科救急におけるテクニカルスキルの再考．一般社団法人日本
脳神経外科学会 第 75 回学術総会；2016 Sep 29；福岡． 
73)  松井恒太郎，若杉雅浩，有嶋拓郎，髙橋 恵，奥寺 敬．急性アニリン中毒に対しメチレンブルー静脈注射薬を投
与した 1 例．第 43 回日本救急医学会総会；2016 Nov 17；東京． 
74)  波多野智哉**，若杉雅浩，松井恒太郎，髙橋 恵．軽度意識障害で来院し，急速な転帰をたどり救命しえなかった
高 Ca 血症の 1 例．第 43 回日本救急医学会総会；2016 Nov 17；東京． 
75)  髙橋 恵，奥寺 敬，坂元美重，若杉雅浩，平井忠和，松島淳子，清水宏美，山崎光章．薬剤違いのエラーについ
ての検討．第 11 回医療の質・安全学会；2016 Nov 19；千葉． 
76)  奥寺 敬．2020 東京オリンピックに求められる熱中症対策－1996 アトランタオリンピック Heat Pkan より．第 2 回
日本救護救急学会学術集会；2016 Nov 20；東京． 
77)  若杉雅浩，奥寺 敬，橋本真由美，木澤晃代．ER トリアージの現状と展望．第 18 回日本救急医学会中部地方会；
2016 Dec 3；名古屋． 
  
◆ その他 
1)  若杉雅浩．静脈路確保と薬剤投与の基礎．特別教育『救命士追加講習（薬剤投与）』．富山県消防学校；2016 Jan 13；
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富山． 
2)  奥寺 敬．JRC ガイドライン 2015 と神経蘇生．高知県 ISLS/ISLS-WS；2016 Jan 24；高知． 
3)  若杉雅浩．実技効果測定（静脈路確保と薬剤投与）．特別教育『救命士追加講習（薬剤投与）』．富山県消防学校；2016 
Jan 25；富山． 
4)  奥寺 敬．JRC ガイドライン 2015 と脳神経蘇生－地域包括ケアの時代に備える．第 4 回 ISLS/PSLS 南予 MC 協議会
研修会；2016 Feb 7；宇和島． 
5)  若杉雅浩．薬剤投与の実際（シミュレーション実習）・プロトコール実習．特別教育『救命士追加講習（薬剤投与）』．
富山県消防学校；2016 Feb 8；富山． 
6)  奥寺 敬．緊急度・尖鋭度判定システム JTAS がもたらすもの．鳥取県緊急度判定研修会；2016 Feb 20；米子． 
7)  奥寺 敬．脳神経蘇生研修 ISLS を科学する．第 6 回群馬県 ISLS ワークショップ；2016 Feb 21；伊勢崎． 
8)  奥寺 敬．地域包括ケアの時代の医療システム．第 27 回群馬県 ISLS；2016 Feb 21；伊勢崎． 
9)  若杉雅浩．砺波救急医療・消防連携協議会における図上訓練．砺波救急医療・消防連携協議会；2016 Feb 10；砺波． 
10)  若杉雅浩．富山市消防局検証委員会 指導者．富山市消防局；2016 Feb 22；富山． 
11)  若杉雅浩．実技効果測定．特別教育『救命士追加講習（薬剤投与）』．富山県消防学校；2016 Feb 16；富山． 
12)  奥寺 敬．国際コンセンサス「CoSTR」と日本の蘇生ガイドライン．平成 28 年度医療学入門心肺蘇生法講習（普通
救命講習 1）；2016 May 17；富山． 
13)  奥寺 敬．心肺蘇生法学ぶ 富山大杉谷キャンパス．北日本新聞；2016 May 18；富山． 
14)  若杉雅浩．平成 28 年度富山県災害医療従事者養成研修 講師．富山県厚生部医務課；2016 May 22；富山． 
15)  松井恒太郎．JATEC インストラクター；2016 May 22-23，Jul 16-17． 
16)  奥寺 敬．救急医療と院内トリアージ．日本看護協会看護研修学校；2016 Jun 3；東京． 
17)  奥寺 敬．脳神経蘇生と PNLS、金沢脳神経外科病院 PNLS 研修会；2016 Jun 4；金沢． 
18)  奥寺 敬．救急災害医療の研修システム．平成 28 年度富山大学大学院・医学修士課程「医療学入門」；2016 Jun 23；
富山． 
19)  奥寺 敬．救急・災害医学総論．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4 年次講義；2016 Jun 24；富山． 
20)  奥寺 敬．我が国の救急外来において標準使用するよりアージシステムの開発．JTAS コース指導者講習会；2016 Jun 
26；東京． 
21)  奥寺 敬．救急・災害医学各論．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4 年次講義；2016 Jul 1；富山． 
22)  奥寺 敬．医療に係る安全管理のための講習会．平成 28 年度第 2 回医療安全講習会；2016 Jul 6；富山． 
23)  奥寺 敬．健康 熱中症．聖教新聞；2016 Jul 10；東京． 
24)  奥寺 敬．災害医療における ORT の有用性．大塚製薬工場 鳴門本社 社内研修会；2016 Jul 14；徳島． 
25)  奥寺 敬．救急外来標準のトリアージ・JTAS．第 1 回 JTAS ワークショップ；2016 Jul 16；由布． 
26)  若杉雅浩．フレッシャーズセミナー講師．公社）富山県診療放射線技師会；2016 Jul 31；富山． 
27)  奥寺 敬．日本の救急医療とトリアージ．救急看護認定看護師教育課程「救急看護技術 I」；2016 Aug 1；宗像． 
28)  奥寺 敬．シミュレーション研修と ISLS．NRLS ワークショップ in AKITA；2016 Aug 6；秋田． 
29)  奥寺 敬．ISLS と神経蘇生．NRLS ワークショップ in AKITA；2016 Aug 6；秋田． 
30)  奥寺 敬．NRLS の今後の展望．NRLS ワークショップ in AKITA；2016 Aug 6；秋田． 
31)  奥寺 敬．杉田虔一郎先生の手術スケッチについて．第 10 回杉田記念フォーラム；2016 Aug 9；東京． 
32)  奥寺 敬．第 15 回日本組織移植学会総会・学術集会 会長；2016 Aug 26-28；富山． 
33)  奥寺 敬．第 34 回富山救急医療学会 当番幹事；2016 Aug 28；富山． 
34)  奥寺 敬．新しい心肺蘇生法ガイドライン 2015．糸魚川総合病院救急災害医療講演会；2016 Sep 9；糸魚川． 
35)  若杉雅浩．平成 28 年度富山県災害医療従事者養成研修 講師．富山県厚生部医務課；2016 Sep 10-11；富山． 
36)  奥寺 敬．医療における安全性への配慮と危機管理．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4 年次講義；2016 Sep 30；
富山． 
37)  若杉雅浩．特別教育「救命士追加講習（2 処置）」講師．富山県消防学校；2016 Oct 12-13；富山． 
38)  奥寺 敬．災害時に求められる大学病院間の相互支援．「災害連絡時等における大学病院間の相互支援に関する協定」
に基づく会議；2016 Oct 14；富山． 
39)  若杉雅浩．救急医学総論・MC．専科教育「救急科（第 19 期）」．富山県消防学校；2016 Nov 2；富山． 
40)  若杉雅浩．感覚系の解剖生理学（眼科）．専科教育「救急科（第 19 期）」．富山県消防学校；2016 Nov 7；富山． 
41)  奥寺 敬．応急救護処置について．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指導員養成講習；
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2016 Nov 9；富山． 
42)  奥寺 敬．交通事故と救急体制について．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指導員養
成講習；2016 Nov 9；富山． 
43)  奥寺 敬．交通事故現場での対応について．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指導員
養成講習；2016 Nov 9；富山． 
44)  奥寺 敬．一次救命措置について（1）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指導員養成
講習；2016 Nov 9；富山． 
45)  若杉雅浩．出血と処置．専科教育「救急科（第 19 期）」．富山県消防学校；2016 Nov 9；富山． 
46)  髙橋 恵，奥寺 敬．一次救命措置について（2）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置
指導員養成講習；2016 Nov 10；富山． 
47)  髙橋 恵，奥寺 敬．一次救命措置について（3）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置
指導員養成講習；2016 Nov 10；富山． 
48)  髙橋 恵，奥寺 敬．一次救命措置について（4）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置
指導員養成講習；2016 Nov 10；富山． 
49)  髙橋 恵，奥寺 敬．止血法について．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指導員養成
講習；2016 Nov 10；富山． 
50)  坂元美重*，奥寺 敬．応急救護処置の指導方法（1）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護
処置指導員養成講習；2016 Nov 11；富山． 
51)  坂元美重*，奥寺 敬．応急救護処置の指導方法（2）．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護
処置指導員養成講習；2016 Nov 11；富山． 
52)  坂元美重*，奥寺 敬．応急救護処置のまとめ．平成 28 年度富山県指定自動車教習所協会・第一種応急救護処置指
導員養成講習；2016 Nov 11；富山． 
53)  奥寺 敬，髙橋 恵，野上悦子，山本陽子．医療安全と KYT 演習（1）．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4 年次
講義；2016 Nov 16；富山． 
54)  奥寺 敬，髙橋 恵，野上悦子，山本陽子．医療安全と KYT 演習（2）．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4 年次
講義；2016 Nov 16；富山． 
55)  奥寺 敬，髙橋 恵，野上悦子，山本陽子．医療安全と Team STEPPS（1）．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4
年次講義；2016 Nov 16；富山． 
56)  奥寺 敬，髙橋 恵，野上悦子，山本陽子．医療安全と Team STEPPS（2）．平成 28 年度富山大学医学部医学科 4
年次講義；2016 Nov 16；富山． 
57)  若杉雅浩．多数傷病者事故に対する救急医療（NBC 災害の対応、トリアージ）．専科教育「救急科（第 19 期）」．富
山県消防学校；2016 Nov 22；富山． 
58)  奥寺 敬．日本の救急医療体制と院内トリアージ．東海大学看護師キャリア支援センター平成 28 年度認定看護師教
育課程；2016 Nov 25；伊勢原． 
59)  若杉雅浩．多数傷病者事故に対する救急医療トリアージ（富山消防署）．専科教育「救急科（第 19 期）」．富山県消
防学校；2016 Nov 29；富山． 
60)  若杉雅浩．重症度の判定．専科教育「救急科（第 19 期）」．富山県消防学校；2016 Nov 29；富山． 
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